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基準１ 理念・目的 
点検・評価項目① 大学の理念・目的を適切に設定しているか。また、それを踏

まえ、学部・研究科の目的を適切に設定しているか。 
 

評価の視点１ 学部においては、学部、学科又は課程ごとに、研究科においては、研究科又

は専攻ごとに設定する人材育成その他の教育研究上の目的の設定とその内

容 

評価の視点２ 大学の理念・目的と学部・研究科の目的の連関性 

 

１）建学の精神  

 

『清正進実』（北海道文教大学・明清高等学校・附属幼稚園の建学の精神） 

 

 鶴岡学園の創設者鶴岡新太郎・トシ夫妻の遺された学訓『清く正しく雄々しく進め』

を源に、1999（平成 11）年「北海道文教大学」開学へと建学の灯火は引き継がれてきた。

その精神は今日も 4本の柱として、学園に集う皆の心に刻まれている。 

その 4本の柱とは 

① 真理を探究する清新な知性 

② 正義に基づく誠実な倫理性 

③ 未来を拓く進取の精神 

④ 国民の生活の充実に寄与する実学の精神 

我々はこれを要約し『清正進実』と呼び習わし、建学の精神としている。 

 

２）北海道文教大学の教育理念・目的 

 豊かな人間性を涵養するため幅広い知識を授けるとともに、理念と実践にわたり深く学

術の教育と研究を行い、国際社会の一員として、世界の平和と人類の進歩に貢献し得る人材

の育成を目的とする。 

 

３）北海道文教大学の教育目標 

本学園の建学の精神および本学の教育理念の根底を成すのは「未来を拓くチャレンジ精

神」である。本学ではこの「未来を拓くチャレンジ精神」の下、実学の創生、伝承の拠点と

して発展するために中・長期的な目標を以下のように定めている。 

① 科学的研究に基づく実学の追求 

② 充実した教養教育の確立 

③ 国際性の涵養 

④ 地域社会との連携 
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国際学部の教育理念と人材育成の目的 

国際学部の教育理念と人材育成の目的は、建学の精神並びに北海道文教大学の教育理念・

目的に則り、グローバル社会において地域と世界を繋ぐ役割を担う人材を育成するため、国

際的な幅広い視点からグローバル社会の課題を発見し、解決する能力と意欲を備えるとと

もに国際性と人間性を兼ね備えた世界市民として、多様な価値観の人々と積極的に協働し、

社会貢献できる人材育成を目的としている。（資料 北海道文教大学学則第１章第３条の２） 

国際教養学科では、変化し続ける世界の中で、英語と中国語を中心とした高い言語運用能

力を用い、世界の政治や経済を社会科学の視座から分析し、社会現象の本質と情報の真贋を

見極めることができる国際教養を身につけ、さらには、世界の社会文化的多様性について確

かな理解に基づき、主体的に共生・協働できる、日本と世界を舞台に活躍できる「グローバ

ル人材」の素養を身につけた人材を育成する。同時に、身につけた国際教養を用いて地域の

課題を分析し、地域の発展に貢献できる「グローカル人材」の素養のある国際教養人を養成

する。 

国際コミュニケーション学科では、高い外国語コミュニケーション能力を基礎とし、多文

化に対応できる異文化コミュニケーション能力および人と人をつなぐコミュニケーション

能力を生かし、世界と日本、特に北海道において多様な社会文化的背景を持った海外からの

来訪者をもてなす心・海外と地域の人と人とをつなげるための知識を身につけることで、多

文化共生社会を構築し、地域の発展に貢献できる高い国際コミュニケーション力を持つ「グ

ローカル人材」の育成を目指している。 

 

 

教育目標 

教育理念と人材育成の目的に基づき、国際学部各学科の教育目標は以下のように定めら

れている。これらの教育目標では高度な専門知識・技術・能力をもつ人材の育成、地域社会

への貢献をうたっており、ここに地域に貢献できる実学の追求という、本学の個性が反映し

ている。また、これらは高度な教育を必要とするものであり高等教育機関としてふさわしい

ものである。 

国際教養学科では教育目標を「変化し続ける世界の中で、英語を中心とした高い言語運用

能力を用い、世界諸地域の政治や経済に関する知識、学際的教養と国際感覚を培い、自らの

頭で社会現象の本質と情報の真贋を問うとともに、深化する社会の多様性の中で、主体的に

共生・協働できる「国際教養」を身につけた「国際教養人」を育成する。」と明示している

（資料 北海道文教大学学則第１章第３条の２） 

国際コミュニケーション学科では教育目標を「国内外、特に国際化が進む北海道において、

多様な文化を背景とする人々と共存し幸福を追求することができる「多文化共生社会」の構

築に向けて、北海道を立脚点としてその発展に貢献できる「国際コミュニケーション力」を
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身につけた人材を育成する。」と明示している。（資料 北海道文教大学学則第１章第３条の

２） 

 

 

（２）長所・特色 
 

国際学部は、世界と地域が直接繫るグローバル化の時代と予測不能な現代社会が共存す

る中、しなやかで優しさを持って生きていけるよう、社会現象の本質を見抜く知識を有し、

かつ多文化を理解し、またそれに対応できるコミュニケーション能力を有するグローバル

人材の素養、そして、国際的な広い視点から世界と地域の課題とその解決を考え、日本と世

界両方で活躍することができるグローカル人材の素養の両者を併せ持つ「国際教養人」の育

成を目的とする。 

 

 

 

（３）問題点 
 

国際学部では、積極的な国際的・国内的活動をカリキュラム内科目および講演会などの他

の活動とともに予定していたが、新型コロナの影響でその多くを延期・縮小せざるを得ず、

次年度に向けての実施方法について適宜、検討中である。 

 

 

 

基準４ 教育課程・学習成果 
点検・評価項目① 授与する学位ごとに、学位授与方針を定め、公表しているか。 
評価の視点１ 課程修了にあたって、学生が修得することが求められる知識、技能、態度等、

当該学位にふさわしい学習成果を明示した学位授与方針の適切な設定及び

公表 

 

国際学部の学位授与方針（ディプロマポリシー）は、学科ごとに以下のように設定されて

いる。（資料 大学ホームページ ３つのポリシー） 

  

 国際教養学科 

・学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力（技能・表現力）

を身につけている。（知識・技能） 

・北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸
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地域の言語、政治、経済、社会、文化等の国際教養を身につけている。（知識・技能） 

・北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批

判的な思考や判断をする能力を身につけている。（思考・判断・表現） 

・グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感

力を備えている。（関心・意欲・態度） 

・世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身

につけている。（関心・意欲・態度） 

 

 国際コミュニケーション学科 

・学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につけて

いる。（知識・技能） 

・世界と地域の視点から、自然環境、社会、文化、歴史等についての高度な専門知識を

身につけている。（知識・技能） 

・北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批

判的な思考や判断をする能力を身につけている。（思考・判断・表現） 

・世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーション能力を身につけて

いる。（思考・判断・表現） 

・グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟

で前向きなコミュニケーション能力を備えている。（関心・意欲・態度） 

・世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身

につけている。関心・意欲・態度） 

 

国際学部の各学科のディプロマポリシーおよび「教育理念と人材育成の目的」は大学ホ 

ームページの最初のページ（大学概要内）に項目を設けて公開しており、ホームページ閲覧 

者が見つけやすい状態で広く社会に公表されている。 

 

 

点検・評価項目② 授与する学位ごとに、教育課程の編成・実施方針を定め、公

表しているか。 
評価の視点１ 下記内容を備えた教育課程の編成・実施方針の設定及び公表 

     ・教育課程の体系、教育内容 

     ・教育課程を構成する授業科目区分、授業形態等 

評価の視点２ 教育課程の編成・実施方針と学位授与方針との適切な連関性 

 

国際学部の「教育課程の基本方針」は以下のようになっている（資料 2021 学生便覧 §

8 履修ガイド p.92）。 
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① 英語をはじめとする外国語教育の強化 

② 豊かな教養と異文化理解の精神を身につける 

③ コミュニケーション能力の向上 

④ 課題解決能力の要請 

教育目標達成のために国際学部の教育課程においては「教養科目」「専門科目」を配置し

ている。具体的な教育課程の編成内容は、学科ごとに学生便覧の「教育課程の構成と概要」

に明示されている。また、科目区分、必修・選択の別、単位数、配当年次および学期を、北

海道文教大学学則別表第２（資料 2021 学生便覧 pp.129-133）に明示している。 

また国際学部を構成する各学科は教育課程の編成・実施方針（カリキュラムポリシー）を

定め、授業科目を構成している。 

国際教養学科のカリキュラムポリシー（CP）は次のように定められている。（資料 大学

ホームページ ３つのポリシー） 

 

国際教養学科は「グローバル人材」と「グローカル人材」の素養を併せ持つ「国際教養人」

の育成 のため、「全学共通科目」、「学部共通科目」、「国際教養科目」、「キャリア形成」、「語

学研修」、「卒業 研究」を編成します。  

①教育内容  

（知識・技能） 

 ・学術的調査・研究のための英語を学ぶ「国際教養英語」科目群を配置する。 

  ・社会科学から見る国際関係を学ぶ「国際政治経済」科目群を配置する。 

  ・世界諸地域の文化や社会について学ぶ「国際地域研究」科目群を配置する。 

（思考・判断・表現） 

  ・地元地域について学び、地域振興や地域貢献、またキャリア意識にもつなげる北海

道スタディーズ科目群を配置する。 

  ・各学科の専門科目などを通じた学習を基に、自分が専門的に研究するディシプリン

を定めた上で参加する「卒業研究プロジェクト I〜II」を配置する。  

（関心・意欲・態度） 

 ・学生の主体的な学びを引き出すために、ニセコ国際研修、短期語学研修、インター

ンシップ（国 内外）、アウトドア・ツーリズムなどの体験的な学修活動の充実を図

る。 

 

 ②教育方法 

 ・人材養成の目的に則して、講義形式の授業の他に、学生の主体的な学びを引き出す

ために、少人数授業、習熟度別授業、双方向的・学生参加型授業、課題解決・探求

型授業、ICT を活用した授業などのアクティブ・ラーニングを実践する。 

・研修（国内外）、海外留学、インターンシップ（国内外）、アウトドア・ツーリズムな
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どの体験的 な学修活動の充実を図るなど、教育方法の質的転換を図る。 

 ・外国人教員による授業の比率を高め、外国語学修環境を提供する。 

 ・学生面談などの授業時間外での学修指導の充実を図る。 

 

③教育評価 

 ・シラバスに明示された各科目の到達目標、学修内容、準備学修の内容・時間、成績

評価の方法・ 基準に基づいて客観的に評価する。 

 ・海外留学・研修、インターンシップは研修地での評価にもとづき単位認定を行う。 

 

国際コミュニケーション学科のカリキュラムポリシー（CP）は次のように定められて

いる。（資料 大学ホームページ ３つのポリシー） 

 

国際コミュニケーション学科は「グローバル人材」と「グローカル人材」の素養を併せ持

つ「国際教養人」の育成のため、「全学共通科目」、「学部共通科目」、「国際コミュニケーシ

ョン科目」、「キャリア形成」、「語学研修」、「卒業研究」を編成します。 

 ①教育内容 

 （知識・技能） 

 ・ビジネスや観光場面を中心とした言語使用に焦点をあてた英語と中国語の運用能力

の養成のための「言語プロフェッショナル科目」を配置する。 

 ・異文化理解力と異文化コミュニケーション力を高める「国際・異文化コミュニケー

ション科目」の 2 つの科目群を開設する。 

（思考・判断・表現） 

 ・地元地域について学び、地域振興や地域貢献、またキャリア意識にもつなげる北海

道スタディーズ 科目群を配置する。 

 ・各学科の専門科目などを通じた学習を基に、自分が専門的に研究するディシプリン

を定めた上で参加する「卒業研究プロジェクト I〜II」を配置する。 

（関心・意欲・態度） 

 ・学生の主体的な学びを引き出すために、ニセコ国際研修、短期語学研修、インター

ンシップ（国内外）、アウトドア・ツーリズムなどの体験的な学修活動の充実を図る。 

 

 ②教育方法 

・人材養成の目的に則して、講義形式の授業の他に、学生の主体的な学びを引き出すた

めに、少人数授業、習熟度別授業、双方向的・学生参加型授業、課題解決・探求型

授業、ICT を活用した授業などのアクティブ・ラーニングを実践する。  

・研修（国内外）、海外留学、インターンシップ（国内外）、アウトドア・ツーリズムな

どの体験的な学修活動の充実を図るなど、教育方法の質的転換を図る。 
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・外国人教員による授業の比率を高め、外国語学修環境を提供する。 

・学生面談などの授業時間外での学修指導の充実を図る。 

 

 ③教育評価 

 ・シラバスに明示された各科目の到達目標、学修内容、準備学修の内容・時間、成績

評価の方法・ 基準に基づいて客観的に評価する。 

・海外留学・研修、インターンシップは研修地での評価にもとづき単位認定を行う。 

 

国際学部における教育課程は、(1)教養科目、(2)専門科目から構成されている。教育内容

はカリキュラムポリシーの中で対応させている「教育課程の基本方針」（先述）の中で示さ

れている。 

 

 

教育課程の編成内容 

国際学部各学科の具体的な教育課程の編成内容は学生便覧の「教育課程の構成と概要」に

明示されている。 

また、科目区分、必修・選択の別、単位数、配当年次および学期を、北海道文教大学学則、

別表第１に明示している。 

国際学部各学科の教育課程は、(1)教養科目(2)専門科目から構成されている。 

国際学部において教養教育は大学での学修における基盤の涵養と、社会に出たのちを見

据えた教養に主眼をおいている。そこで、教養科目は「全学共通科目」、「学部共通科目」「キ

ャリア形成（社会人基礎力）」の３分野から構成されており、それぞれの分野の内容は以下

のようになっている。 

「全学共通科目」は、人生の学びの意味、国家制度の基本、健康、教養人そして職業人と

して欠かせない情報処理と分析能力を養う。「学部共通科目（共通外国語）」においては、英

語と中国語の言語運用能力の向上を目指し、さらには教養としての副言語（フランス語、朝

鮮語、ロシア語）を学習する。「学部共通科目（北海道スタディーズ）」では、自然環境、社

会、文化、歴史を通して、地域と世界のつながりや地域活性化における産業のあり方などを

学習する。「キャリア形成（社会人基礎力）」では、キャリア教育やビジネス・スキルなどを

通して社会人基礎力をつけ、ビジネスや社会貢献、国際貢献などに役立つレベルの日本語運

用能力を身につける。 

また各学科の専門科目と内容は以下のようになっている。 

国際教養学科の専門科目は国際教養科目、キャリア形成（実用日本語）、語学研修、卒業

研究で構成されている。 

国際教養科目（国際教養英語） においては、大学の専門分野の学習や研究のための学術

目的の英語を「国際教養科目」領域の「国際教養英語」科目群において学ぶ。国際教養科目
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（国際政治経済）ではグローバル化の中で変化し続ける社会状況の課題を、政治と経済を中

心とした社会科学の多角的視点から分析し理解する力を養う。国際教養科目（国際地域研究）

では、世界の各地域や各国の社会、文化、政治に関する知識を日本と密接な関係にある諸地

域や国々の知識から、世界の多様性と豊かさへの教養を学ぶ。キャリア形成（実用日本語）

では、職業人としての基礎となる母語である日本語の言語能力を養う。語学研修Ⅰ～Ⅳは、

必修の短期語学研修、私費留学、交換留学とは別に本学と協定する海外の教育機関において、

言語に関する所定の受講修了時間数または取得単位を本学での単位として認定するもので

ある。卒業研究では、多様な社会文化的背景を持つ留学生と日本人学生とが、協働して課題

発見・解決していく能力を養成する学修機会を設けている。 

国際コミュニケーション学科の専門科目は国際コミュニケーション科目、キャリア形成

（実用日本語）、語学研修、卒業研究で構成されている。 

国際コミュニケーション科目では、ビジネス場面や観光分野での言語使用に焦点をあて

た英語と中国語を学習し、身につけた外国語能力を実際の社会で実践する力を養う。キャリ

ア形成（実用日本語）では、職業人としての基礎となる母語である日本語の言語能力を養う。

語学研修Ⅰ～Ⅳは、必修の短期語学研修、私費留学、交換留学とは別に本学と協定する海外

の教育機関において、言語に関する所定の受講修了時間数または取得単位を本学での単位

として認定するものである。卒業研究では、多様な社会文化的背景を持つ留学生と日本人学

生とが、協働して課題発見・解決していく能力を養成する学修機会を設けている。 

（資料 2021 学生便覧 p.93 および p.96） 

 

 

国際教養学科のカリキュラムポリシーに対応している「教育課程の基本方針」と、ディプ

ロマポリシーが対応している項目は、以下の表に示すとおり充分に整合しているといえる。 

 

教育課程の編成・実施方針(カリキュラムポリシー) 学位授与方針（ディプロマポリシー） 

英語をはじめとする外国語教育の強化 
学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度

な運用能力（技能・表現力）を身につけている。 

豊かな教養と異文化理解の精神を身につける 

北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考

えることのできる、世界諸地域の言語、政治、経済、社

会、文化等の国際教養を身につけている。 

世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向け

て発信できる国際感覚を身につ けている。 

コミュニケーション能力の向上 
グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働すること

を可能とする国際性や共感力を備えている。 
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課題解決能力の養成 

北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理

や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を

身につけている。 

 

国際コミュニケーション学科のカリキュラムポリシーに対応している「教育課程の基本

方針」と、ディプロマポリシーが対応している項目は、以下の表に示すとおり充分に整合し

ているといえる。 

 

教育課程の編成・実施方針(カリキュラムポリシー) 学位授与方針（ディプロマポリシー） 

英語をはじめとする外国語教育の強化 
学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度

な運用能力を身につけている。 

豊かな教養と異文化理解の精神を身につける 

世界と地域の視点から、自然環境、社会、文化、歴史等につ

いての高度な専門知識を身につけている。 

世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケー

ション能力を身につけている。 

コミュニケーション能力の向上 

世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケー

ション能力を身につけている。 

グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働すること

を可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション

能力を備えている。 

課題解決能力の養成 

北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理

や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を

身につけている。 

世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向け

て発信できる国際感覚を身につけている。 

 

 

国際学部の各学科のカリキュラムポリシーは大学ホームページの大学概要など検索し 

やすい場所に公開しており、広く社会に公表されている。 

 

 

 

 

点検・評価項目③ 教育課程の編成・実施方針に基づき、各学位課程にふさわし

い授業科目を開設し、教育課程を体系的に編成しているか。 
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評価の視点１ 各学部・研究科において適切に教育課程を編成するための措置 

    ・教育課程の編成・実施方針と教育課程の整合性 

    ・教育課程の編成にあたっての順次性及び体系性への配慮 

    ・単位制度の趣旨に沿った単位の設定 

    ・個々の授業科目の内容及び方法 

    ・授業科目の位置づけ（必修、選択等） 

    ・各学位課程にふさわしい教育内容の設定 

       ＜学士課程＞初年次教育、高大接続への配慮、教養教育と専門教育の適切な

配置等 

評価の視点２ 学生の社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を育成する教育の適

切な実施 

 

国際学部の各学科の教育課程は、(1)教養科目(2)専門科目から構成されている。 

国際学部において教養教育は大学での学修における基盤の涵養と、社会に出たのちを見

据えた教養に主眼をおいている。そこで、教養科目は「全学共通科目」、「学部共通科目」「キ

ャリア形成（社会人基礎力）」の３分野から構成されている。 

全学共通の教養科目としては「総合教養講座」「日本国憲法」「生涯スポーツⅠ」「生涯ス

ポーツⅡ」「情報処理」「統計の基礎」がある。このうち「総合教養講座」は各学部・学科の

専門的知識の学習に続く橋渡しを行い、学生のモチベーションを啓発し、豊かな人間性を養

うことに主眼をおいている。「生涯スポーツⅠ」「生涯スポーツⅡ」はどの分野においても体

力が基本であるため、スポーツ活動の意義、生涯にわたってスポーツを継続していくための

基礎知識を養っている。「情報処理」は社会に出て最低限必要となるコンピュータリテラシ

ーを養成し、「統計の基礎」はデータを分析しその統計学的根拠を示す力を育成する。これ

らはいずれも社会に出て必須となるものであり、学士教育に相応しいものである。 

「学部共通科目」は「共通外国語」科目と「北海道スタディーズ」科目から構成される。

「共通外国語」科目においては、英語と中国語の言語運用能力の向上を目指し、さらには教

養としての副言語（フランス語、朝鮮語、ロシア語）を学習する。学部共通科目（北海道ス

タディーズ）では、自然環境、社会、文化、歴史を通して、地域と世界のつながりや地域活

性化における産業のあり方などを学習する。 

また「キャリア形成（社会人基礎力）」ではキャリア教育やビジネス・スキルなどを通し

て社会人基礎力をつけ、ビジネスや社会貢献、国際貢献などに役立つレベルの日本語運用能

力を身につける。 

 

専門科目は、学部共通の「キャリア形成（実用日本語）」、「語学研修」、「卒業研究」、お

よび各学科にそれぞれ配置された「国際教養科目」（国際教養学科）／「国際コミュニケー

ション科目」（国際コミュニケーション学科）のそれぞれ４分野からなる。 
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このうちキャリア形成（実用日本語）では、職業人としての基礎となる母語である日本

語の言語能力を養うことを目的とし、１年生で「日本語表現技法Ⅰ（プレゼンテーショ

ン）」および「日本語表現技法Ⅱ（文章表現）」を必修科目として配置するとともに、選択

科目として「世界の言語と日本語」「日本語の表記と語彙」（１年生）・「日本語コミュニケ

ーション技法」「日本語学」「日本語と日本文化」（２年生）・「日本語ビジネスライティン

グ」「現代日本語論」「日本語教育法Ⅰ」「日本語教育法Ⅱ」（３年生）・「日本語教育演習」

（４年生）を配置し、学生がそれぞれの興味と進路に沿って段階的に知識・能力を身につ

けていくことができるようなカリキュラム構成となっている。 

語学研修Ⅰ～Ⅳは、必修の短期語学研修、私費留学、交換留学とは別に本学と協定する

海外の教育機関において、言語に関する所定の受講修了時間数または取得単位を本学での

単位として認定するものである。 

卒業研究では、多様な社会文化的背景を持つ留学生と日本人学生とが、協働して課題発

見・解決していく能力を養成する学修機会を設けている。 

国際教養学科の国際教養科目は、「国際教養英語」「国際政治経済」「国際地域研究」の３

分野からなる。 

「国際教養英語」科目群にて、大学の専門分野の学習や研究のための学術的な場面でも

英語を用いることができるような言語能力の向上を図る。 

「国際政治経済」科目群に属する国際関係論、開発援助論などの科目を通して身につけ

させる。また、世界を分析する基礎である、政治学、経済学、社会学などにまたがる多角

的な視点と発想法を修得させることも目標とする。 

また「国際地域研究」科目群に属する国際地域文化論、東アジア地域論、アメリカ研究

などの科目を通して身につけさせる。これらを通して、日本と密接な関係にある諸地域や

国々の知識から、世界の多様性と豊かさへの教養を修得する。 

国際コミュニケーション学科の国際コミュニケーション科目は、「言語プロフェッショナ

ル科目」と「国際・異文化コミュニケーション科目」の２分野からなる。 

「言語プロフェッショナル科目」では、共通外国語科目として履修する「中国語入門Ⅰ

〜Ⅲ」（科目名で示されているローマ数字はおおよそ各年次・開講期からの積み上げ科目で

あることを示している）および「総合中国語Ⅰ〜Ⅳ」「中国語コミュニケーション」「中国

語リスニング」に加え、選択科目として「初級中国語Ⅰ〜Ⅲ」「中国語リーディング」「中

国語ライティング」「メディア中国語」を加え（さらには「国際・異文化コミュニケーショ

ン科目」でも複数の中国語科目を設置している、後述）、複数の言語における高い外国語コ

ミュニケーション能力の育成を図っている。英語科目についても「Basic Oral 

Communication」「English Written CommunicationⅠ」「English for workplace 

communicationⅠ」などの英語コミュニケーション科目を必修とするほか、「TOEI 

PreparationⅠ〜Ⅱ」などの検定準備科目、「Engilsh LiteratureⅠ〜Ⅱ」などの歴史・文

化科目、「英語通訳法Ⅰ〜Ⅱ」「英語翻訳法」「日英対照言語学」などの日本語との関連科目
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なども配置し、国内外・地域の発展に貢献できるグローカル人材の育成を目指している。 

また「国際・異文化コミュニケーション科目」では、「コミュニケーション学概論」「国

際コミュニケーション論」を必修科目としてそれぞれ１・２年次配当科目とするととも

に、「国際コミュニケーション演習Ⅰ〜Ⅱ」という演習科目において、講義科目（上記必修

科目および「異文化接触論」「異文化理解論」「異文化コミュニケーション論」「異文化ビジ

ネスコミュニケーション」など）において身につけた知識を実践的に学習する科目を配置

している。また先述したとおり、中国語についても「観光中国語」「ビジネス中国語」「エ

アポート中国語」などの科目を２年次後期以降に配置しており、中国語の基礎を学修した

学生が自身の興味と進路に沿って履修できる体制を整えている。 

 

また、全科目に対して体系マップを作成しナンバリングによる体系化を行っている。 

 

なお、初年次教育・高大連携に配慮した教育については、学部共通である「キャリア形成

（実用日本語）」において「日本語表現技法Ⅰ（プレゼンテーション）」「日本語表現技法Ⅱ

（文章表現）」を設け、大学生としての心構えから、大学生としての勉強の仕方や、レポー

トのまとめ方、ゼミの発表の仕方などを系統的にかつ実践的に学ばせている。 

 

また 2018 年度４月から学士課程におけるカリキュラムマップをシラバスの冒頭に提示

した。カリキュラムマップはカリキュラム全体の構成を把握するためのもので、年次進行に

したがって関連のある科目を近い位置に表示するとともに、それぞれの科目が何を学ぶた

めの科目なのか、どの学位授与方針（ディプロマポリシー）を達成するための科目なのかが

示されている。さらに、専門科目や専門基礎科目と関連のある教養科目も示されている。こ

れにより、教育の目的や課程修了時の学習成果と、各授業科目との関係が明確に示されてい

る。 

 

2018 年度４月から学士課程におけるカリキュラムマップをシラバスの冒頭に提示した。

カリキュラムマップはカリキュラム全体の構成を把握するためのもので、年次進行にした

がって関連のある科目を近い位置に表示するとともに、それぞれの科目が何を学ぶための

科目なのか、どの学位授与方針（ディプロマポリシー）を達成するための科目なのかが示さ

れている。さらに、専門科目や専門基礎科目と関連のある教養科目も示されている。これに

より、教育の目的や課程修了時の学習成果と、各授業科目との関係が明確に示されている。 
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点検・評価項目④ 学生の学習を活性化し、効果的に教育を行うための様々な措

置を講じているか。 
 

評価の視点１ 各学部・研究科において授業内外の学生の学習を活性化し効果的に教育を

行うための措置     

    各学位課程の特性に応じた単位の実質化を図るための措置（１年間又は学期ごと

の履修登録単位数の上限設定等） 

    シラバスの内容（授業の目的、到達目標、学習成果の指標、授業内容及び方法、授

業計画、授業準備のための指示、成績評価方法及び基準等の明示）及び実施

（授業内容とシラバスとの整合性の確保等） 

    学生の主体的参加を促す授業形態、授業内容及び授業方法 

  ＜学士課程＞ 

    授業形態に配慮した１授業あたりの学生数 

    適切な履修指導の実施 

 

大学の全学部および全研究科においてシラバス中の「授業の方法」において、①プレゼン

テーションの方法、②授業形態、の他に③アクティブラーニングの取り入れの状況を記述す

るようになっている。また、2018 年度から「課題に対するフィードバックの方法」欄が独

立した項目となりフィードバックを学生に返すことにより学生が意欲をもてるように配慮

している。国際学部においては、学外実習や留学科目などが必修科目として多数設定されて

おり、学生の主体的な参加が必然的に求められている。 

 

 国際学部各学科のカリキュラムポリシーに従って教養科目、専門科目の教育方法は以下

のようになっている。 

はじめに国際学部共通科目について述べる。 

教養科目のうち「生涯スポーツⅠ、Ⅱ」および必修外国語科目「EnglishⅠ、Ⅱ」「中国語

入門Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」は演習形式をとっている。これらは言語、スポーツの技術の修得を必要と

する科目であり、それ以外の教養科目は講義形式をとっている。ただし「ニセコ国際研修」

については実習科目であり、講義科目とはなっていない。 

専門科目では学部共通科目、各学科専門科目ともにそれぞれの科目において言語実践的

な技能・能力だけではなく、文化等の多角的な視点を修得させることを目的とする科目であ

るため、グループワーク等を中心に学生が主体となって動く授業であっても原則的にはす

べて「講義科目」となっている。（専門科目で「演習」形式の授業として位置づけられてい

るのは「日本語教育演習」（学部共通科目）・「国際コミュニケーション演習Ⅰ、Ⅱ」（国際コ
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ミュニケーション学科科目）・「卒業研究プロジェクト 1、Ⅱ」である。） 

 

修得すべき学習成果を示すために、資格取得および卒業に必要な単位数、選択科目の履修

方法等を学生便覧の「履修の方法」において明示している。 

大学全体の方針により履修登録単位数の上限は、国家資格等関係科目、教職科目を除き

44単位以内、各学期26単位以内となっている。 

さらに、学科の学生・教員が全員出席する各学期はじめのオリエンテーションで、学年ご

とに学科の基本的な教育目標とその達成までに必要な諸事項を『学生便覧』を用いて詳細に

わたって説明し、学生間・教員間に誤解等がないように配慮している。 

指導教員制度として大学の全学科においてクラス担任、アドバイザーを設けるととも

に、週2コマ以上のオフィスアワーを設けている。 

 

 

点検・評価項目⑤ 成績評価、単位認定及び学位授与を適切に行っているか。 
 

評価の視点１ 成績評価及び単位認定を適切に行うための措置 

    ・単位制度の趣旨に基づく単位認定 

    ・既修得単位の適切な認定 

    ・成績評価の客観性、厳格性を担保するための措置 

    ・卒業・修了要件の明示 

評価の視点２ 学位授与を適切に行うための措置 

    ・学位論文審査がある場合、学位論文審査基準の明示 

    ・学位審査及び修了認定の客観性及び厳格性を確保するための措置 

    ・学位授与に係る責任体制及び手続の明示 

    ・適切な学位授与 

 

国際学部の成績評価は以下の「大学全体の成績評価の方法・基準」で示した評価の方

法・基準に沿って成績を評価している。 

また、シラバスに各教科について毎回の準備学習と事後学習を明示し、単位の実質化を

はかっている。既修得単位の認定も大学全体の基準に従っている。 

【大学全体の成績評価の方法・基準】成績評価は本学の履修規程に基づき、各教員が事前

にシラバス上で学生に公表した評価方法によって成績評価と単位認定を行っている。全学

において授業科目の成績評価は、100点満点の60点以上を合格とし、ＡＡ(秀)（90点以

上）、Ａ(優)（80点以上90点未満）、Ｂ(良)（70点以上80点未満）、Ｃ(可)（60点以上70

点未満）となっている。 

定期試験期間中、病欠、公欠等の理由で受験できなかった場合に追試験を課している。
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また、評価の結果合格点には達していないが一定の条件を満たしている者をいったんＤＨ

(不可保留)とし、補習等を経て当該学期内に再評価をする制度が設けられている。なお、

ＤＨの後再評価の結果合格となった場合の成績評価はＣとなる。 

履修した科目の成績が合格となった場合は、定められた単位数を履修者に与えている。

なお、成績評価に疑義のある場合は、文書による疑義申し立てと担当教員からの文書によ

る回答をすることを制度化し、学生と教員が相互に成績評価の適正性を確認している。 

授業科目は、「講義」、「演習」、「実習・実技」に大別されており、１単位を修得す

るための時間は以下の表のようになっている。よって、いずれも１単位の授業科目に45時

間の学修を標準とする大学設置基準の主旨に従っている。なお、本学では授業１回90分を

２時間と計算する。２単位の講義形式の授業科目であれば15回で授業時間が30時間、した

がって自習時間は１回４時間×15回＝60時間が必要となると指導している。学生の予習・

復習時間を確保するため、シラバスには毎回の授業ごとに準備学習と事後学習の項目を設

けて学生が自習時間にするべきことをきめ細かく指示し、単位の実質化をはかっている。 

 

授業形態 授業時間 自習時間 計 

講義 15時間 30時間 

45時間 演習 30～15時間 15～30時間 

実習・実技 45～30時間 0～15時間 

 

本学では、他の大学又は短期大学を卒業または中途退学している者に対する既修得単位

の認定を行っている。また、他大学や短期大学との協議に基づき当該他大学または短期大学

での授業科目の履修で修得した単位を本学での修得単位として認めている。これらにより

与えることができる単位数は、編入学・転入学の場合を除き本学において修得したものとみ

なす単位数と合わせて 60 単位を超えないこととしている。 

国際学部各学科においては交換留学等で修得した単位の互換については、「交換留学先が

基本的に学科の認定した教育機関であること、単位互換にあたりそれぞれの授業内容を精

査すること、さらには留学先の授業時間数および評価の証明書を必要とすること」と学科内

で共有している。これらに基づき、学科会議および教授会を含む関係諸会議の議を経て認定

される。 

 

国際学部の学士（国際学）については、本学学則に基づき「本学に 4年以上在学し、所定

の単位を修得した者」について教授会の議を経て学長が卒業を認定し、学位を授与している。 

国際学部各学科の卒業・修了の要件については、各年度に配布される学生便覧の「履修ガ

イド」の履修の方法において科目区分別の必要単位数、単位の組み合わせの要件を詳細に記

載して学生に明示している。 
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点検・評価項目⑥ 学位授与方針に明示した学生の学習成果を適切に把握及び

評価しているか。 
 

評価の視点１ 各学位課程の分野の特性に応じた学習成果を測定するための指標の適切な

設定 

評価の視点２ 学習成果を把握及び評価するための方法の開発 

≪学習成果の測定方法例≫・アセスメント・テスト・ルーブリックを活用した測定・学習成

果の測定を目的とした学生調査・卒業生、就職先への意見聴取 

 

国際学部では、大学全体同様、学生の学習成果を測定するための指標である GPA（Grade 

Point Average）を導入している。 

英語教育については、毎年 2回、全学生に英語プレースメントテストを受験させ、各年度

の学生達の語学力を客観的に測定している。 

 

 

 

点検・評価項目⑦ 教育課程及びその内容、方法の適切性について定期的に点

検・評価を行っているか。また、その結果をもとに改善・向上に向けた取り組み

を行っているか。 
 

評価の視点１ 適切な根拠 (資料、情報) に基づく点検・評価 

    ・学習成果の測定結果の適切な活用 

評価の視点２ 点検・評価結果に基づく改善・向上 

 

教育課程及びその内容、方法の適切性は、各学科の学科会議の中で、教務関連事項とし

て抽出されている。 

カリキュラム改訂が必要となった場合、学部においては原案が学科会議で作成され、教

務委員会、教授会の議論を経て決定される。カリキュラム改訂にともなう学則の変更は教

授会の議により原案を作成し、理事会の議を経て行なわれている。 

 

学習成果の測定結果については、年度当初に行う英語プレースメントテストの結果に基

づきクラス分けを行うとともに、後期当初に行う同様のテストにおける成績の測定を行い、

指導に役立てている。 
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（２）長所・特色 
 

 国際学部では、各年度の初めに TOEIC を受験し、その成績に基づいて英語クラスのクラス

分けを行い、少人数制クラスを設定するとともに、能力別クラス分けを行なっている。また

国際コミュニケーション学科では中国語検定の受験支援を行ない、中国語教育の成果を見

るとともに、翌年以降の教育方法の点検を行なう予定である。 

 

 

（３）問題点 
 

 特になし 
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基準５ 学生の受け入れ 
点検・評価項目①学生の受け入れ方針を定め、公表しているか。 

 

評価の視点１ 学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針を踏まえた学生の受け入れ方

針の適切な設定及び公表 

評価の視点２ 下記内容を踏まえた学生の受け入れ方針の設定 

     ・入学前の学習歴、学力水準、能力等の求める学生像 

     ・入学希望者に求める水準等の判定方法 

 

学部学科毎にアドミション・ポリシーを定め、大学ホームページ（資料 学生募集要項

2019）及び「学生募集要項」で公表している。各学科共に１．本学科の教育目標 ２．本学

科の教育方針 ３．本学科の求める学生像 ４．入学前指導 について明らかにしている。

なお、障がいのある学生の受け入れについて、国際学部は大学全体の受け入れ方針に従って

いる。 

 

【国際学部各学科アドミッション・ポリシー（本学科の求める学生像）】 

◯国際教養学科 

国際教養学科はグローバル化が進む社会において不可欠な国際的な視点から、グロー

バル社会の課 題を解決するとともに、北海道を愛し、世界に発信できる意欲をもつ

次のような人材を求めます。 

（知識・技能） 

・英語の高等学校卒業相当の知識を有している人。  

・国際的な事象を理解するための社会の高等学校卒業相当の知識を有している人。 

・基礎・基本的な知識・技能の習得するための勉学の習慣を持っている人。 

（思考・判断・表現） 

・国際社会で活躍するための基礎となる知識・技能を活用して課題を解決するために必

要な思考 力・判断力・表現力を持っている人。 

（関心・意欲・態度） 

  ・外国語による世界理解と自己表現が可能な言語能力の獲得に、強い意欲を持ってい

る人。 

・北海道と世界に強い関心を持ち、基礎学力と論理的思考を持ち、課題に取り組む意欲

を持って いる人。 

・自らの将来を、海外生活や地域の現場で協働する意欲を持っている人。 

◯国際コミュニケーション学科 

国際コミュニケーション学科はグローバル化が進む社会において不可欠な国際的な視

点から、グロ ーバル社会の課題を解決するとともに、北海道を愛し、世界に発信で
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きる意欲をもつ次のような人材を求めます。 

（知識・技能） 

  ・英語の高等学校卒業相当の知識を有している人。 

  ・基礎・基本的な知識・技能の習得するための勉学の習慣を持っている人。 

（思考・判断・表現） 

  ・国際社会で活躍するための基礎となる知識・技能を活用して課題を解決するために

必要な思考力・ 判断力・表現力を持っている人。 

（関心・意欲・態度） 

・外国語による世界理解と自己表現が可能な言語能力の獲得に、強い意欲を持っている

人。 

・北海道と世界に強い関心を持ち、基礎学力と論理的思考を持ち、課題に取り組む意欲

を持っている人。 

・自らの将来を、海外生活や地域の現場で協働する意欲を持っている人。 

 

 

本学ホームページ「3 つのポリシー」の「アドミッションポリシー」に「学力の 3 要素を

踏まえた判定」の項目があり、 

入学試験においては高等学校までに培われた学力の 3 要素に鑑み、各試験区分において 

求めた提出書類・面接・小論文・各教科目試験等の総合評価をもって合否を判定しています。 

と明記されている。 

 

国際学部の各学科でアドミッション・ポリシーをカリキュラムポリシー及びディプロマ

ポリシーに対応させた表を示す。国際学部各学科におけるアドミション・ポリシーは以下の

表のように、カリキュラムポリシー及びディプロマポリシーに対応しており整合している。 

 

・国際教養学科 

学生の受け入れ方針 

(アドミション・ポリシー） 

教育課程の編成・実施方針 

(カリキュラムポリシー) 

学位授与方針 

(ディプロマ―ポリシー） 

英語の高等学校卒業相当の知

識を有している人。 

国際教養学科は「グローバル人

材」と「グローカル人材」の素養

を併せ持つ「国際教養人」の育成

のため、「全学共通科目」、「学部

共通科目」、「国際教養科目」、「キ

ャリア形成」、「語学研修」、「卒業

研究」を編成します。 

・英語で学習するための「国際教

学術目的の言語使用に主眼

をおいた英語及び日本語の

高度な運用能力を身につけ

ている。 
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養英語科目」、世界の現象を社会

科学の視点で分析する「国際政治

経済科目」、世界の各地域・各国

の多様性を習得する「国際地域研

究」を配置する。 

「教育課程の基本方針」①②③に

対応。 

・基礎・基本的な知識・技能の

習得するための勉学の習慣を

持っている人。 

・外国人教員による授業の比率

を高め、外国語学修環境を提供す

る。 

対応する科目を設定。 

「教育課程の基本方針」①②③④ 

 

・国際社会で活躍するための

基礎となる知識・技能を活用

して課題を解決するために必

要な思考力・判断力・表現力

を持っている人。 

 

学生の主体的な学びを引き出す

ために、ニセコ国際研修、短期語

学研修、インターンシップ（国内

外）、アウトドア・ツーリズムな

どの体験的な学修活動の充実を

図る。 

・人材養成の目的に則して、講義

形式の授業の他に、学生の主体的

な学びを引き出すために、少人数

授業、習熟度別授業、双方向的・

学生参加型授業、課題解決・探求

型授業、ICT を活用した授業など

のアクティブ・ラーニングを実践

する。 

・社会科学と地域研究への学び

を導入する「国際政治経済科目」

「国際地域研究科目」の 2 つの科

目群を開設する。 

対応する科目を設定。 

「教育課程の基本方針」①②③に

対応。 

世界と地域の視点から、自然

環境、社会、文化、歴史等に

ついての高度な専門知識を

身につけている。 

世界各地域の活性化につな

げるための自律的思考力を

身につけている。 
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・外国語による世界理解と自己

表現が可能な言語能力の獲得

に、強い意欲を持っている人。 

・アカデミックな目的の探究を

多能とする「国際教養英語科目」

を配置する。 

「教育課程の基本方針」①②③④ 

学術目的の言語使用に主眼

をおいた英語及び日本語の

高度な運用能力を身につけ

ている。 

 

・北海道と世界に強い関心を持

ち、基礎学力と論理的思考を持

ち、課題に取り組む意欲を持っ

ている人。 

 

・地元地域について学び、地域振

興や地域貢献、またキャリア意識

にもつなげる北海道スタディー

ズ科目群を配置する。 

学生の主体的な学びを引き出す

ために、ニセコ国際研修、短期語

学研修、インターンシップ（国内

外）、アウトドア・ツーリズムな

どの体験的な学修活動の充実を

図る。 

対応する科目を設定。「教育課程

の基本方針」①②③に対応。 

北海道、日本及び世界諸地域

の課題に対応できる情報処

理や分析の能力、論理的・批

判的な思考や判断をする能

力を身につけている。 

世界と繋がるために地域社

会を理解し、その活性化に向

けて発信できる国際感覚を

身につけている。 

・自らの将来を、海外生活や地

域の現場で協働する意欲を持

っている人。 

 

学生の主体的な学びを引き出す

ために、ニセコ国際研修、短期語

学研修、インターンシップ（国内

外）、アウトドア・ツーリズムな

どの体験的な学修活動の充実を

図る。 

・世界中のパートナーと協働で

きるための世界の各地域・各国の

事情の理解力養成のための「国際

地域研究科目」を配置する。 

・世界の課題・解決を自らの力で

分析し思考・判断することができ

る「国際政治経済科目」を配置す

る。 

・人材養成の目的に則して、講義

形式の授業の他に、学生の主体的

な学びを引き出すために、少人数

授業、習熟度別授業、双方向的・

学生参加型授業、課題解決・探求

世界各地域の活性化につな

げるための異文化コミュニ

ケーション能力を身につけ

ている。 

グローバル社会の中で、世界

の人々と共生・協働すること

を可能とする国際性や柔軟

で前向きなコミュニケーシ

ョン能力を備えている。 
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型授業、ICT を活用した授業など

のアクティブ・ラーニングを実践

する。 

対応する科目を設定。 

「教育課程の基本方針」①②③④ 

 

 

 

・国際コミュニケーション学科 

 

学生の受け入れ方針 

(アドミション・ポリシー） 

教育課程の編成・実施方針 

(カリキュラムポリシー) 

学位授与方針 

(ディプロマ―ポリシー） 

英語の高等学校卒業相当の知

識を有している人。 

国際コミュニケーション学科は

「グローバル人材」と「グローカ

ル人材」の素養を併せ持つ「国際

教養人」の育成のため、「全学共

通科目」、「学部共通科目」、「国際

コミュニケーション科目」、「キャ

リア形成」、「語学研修」、「卒業研

究」を編成します。 

・ビジネスや観光場面を中心と

した言語使用に焦点をあてた英

語と中国語の運用能力の養成の

ための「言語プロフェッショナル

科目」を配置する。 

「教育課程の基本方針」①②③に

対応。 

学術目的の言語使用に主眼

をおいた英語及び日本語の

高度な運用能力を身につけ

ている。 

 

・基礎・基本的な知識・技能の

習得するための勉学の習慣を

持っている人。 

・外国人教員による授業の比率

を高め、外国語学修環境を提供す

る。 

対応する科目を設定。 

「教育課程の基本方針」①②③④ 

 

・国際社会で活躍するための

基礎となる知識・技能を活用

して課題を解決するために必

学生の主体的な学びを引き出す

ために、ニセコ国際研修、短期語

学研修、インターンシップ（国内

外）、アウトドア・ツーリズムな

世界と地域の視点から、自然

環境、社会、文化、歴史等に

ついての高度な専門知識を

身につけている。 
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要な思考力・判断力・表現力

を持っている人。 

 

どの体験的な学修活動の充実を

図る。 

・人材養成の目的に則して、講義

形式の授業の他に、学生の主体的

な学びを引き出すために、少人数

授業、習熟度別授業、双方向的・

学生参加型授業、課題解決・探求

型授業、ICT を活用した授業など

のアクティブ・ラーニングを実践

する。 

・異文化理解力と異文化コミュ

ニケーション力を高める「国際・

異文化コミュニケーション科目」

の 2 つの科目群を開設する。 

対応する科目を設定。 

「教育課程の基本方針」①②③に

対応。 

世界各地域の活性化につな

げるための異文化コミュニ

ケーション能力を身につけ

ている。 

 

・外国語による世界理解と自己

表現が可能な言語能力の獲得

に、強い意欲を持っている人。 

・ビジネスや観光場面を中心と

した言語使用に焦点をあてた英

語と中国語の運用能力の養成の

ための「言語プロフェッショナル

科目」を配置する。 

・異文化理解力と異文化コミュ

ニケーション力を高める「国際・

異文化コミュニケーション科目」

の 2 つの科目群を開設する。 

対応する科目を設定。 

「教育課程の基本方針」①②③④ 

学術目的の言語使用に主眼

をおいた英語及び日本語の

高度な運用能力を身につけ

ている。 

 

・北海道と世界に強い関心を持

ち、基礎学力と論理的思考を持

ち、課題に取り組む意欲を持っ

ている人。 

 

・地元地域について学び、地域振

興や地域貢献、またキャリア意識

にもつなげる北海道スタディー

ズ科目群を配置する。 

学生の主体的な学びを引き出す

ために、ニセコ国際研修、短期語

学研修、インターンシップ（国内

外）、アウトドア・ツーリズムな

北海道、日本及び世界諸地域

の課題に対応できる情報処

理や分析の能力、論理的・批

判的な思考や判断をする能

力を身につけている。 

世界と繋がるために地域社

会を理解し、その活性化に向
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どの体験的な学修活動の充実を

図る。 

対応する科目を設定。「教育課程

の基本方針」①②③に対応。 

けて発信できる国際感覚を

身につけている。 

・自らの将来を、海外生活や地

域の現場で協働する意欲を持

っている人。 

 

学生の主体的な学びを引き出す

ために、ニセコ国際研修、短期語

学研修、インターンシップ（国内

外）、アウトドア・ツーリズムな

どの体験的な学修活動の充実を

図る。 

・ビジネスや観光場面を中心と

した言語使用に焦点をあてた英

語と中国語の運用能力の養成の

ための「言語プロフェッショナル

科目」を配置する。 

・異文化理解力と異文化コミュ

ニケーション力を高める「国際・

異文化コミュニケーション科目」

の 2 つの科目群を開設する。 

・人材養成の目的に則して、講義

形式の授業の他に、学生の主体的

な学びを引き出すために、少人数

授業、習熟度別授業、双方向的・

学生参加型授業、課題解決・探求

型授業、ICT を活用した授業など

のアクティブ・ラーニングを実践

する。 

対応する科目を設定。 

「教育課程の基本方針」①②③④ 

世界各地域の活性化につな

げるための異文化コミュニ

ケーション能力を身につけ

ている。 

グローバル社会の中で、世界

の人々と共生・協働すること

を可能とする国際性や柔軟

で前向きなコミュニケーシ

ョン能力を備えている。 
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点検・評価項目②学生の受け入れ方針に基づき、学生募集及び入学者選抜の制度

や運営体制を適切に整備し、入学者選抜を公正に実施しているか。 
 

評価の視点１ 学生の受け入れ方針に基づく学生募集方法及び入学者選抜制度の適切な設

定 

 

2020 年度の国際学部の入学者選抜（2021 年度入学生向け）については、大学全体の入

試制度に随う形で、従来の入試制度による入学者選抜の形を維持しながら新しい特色のあ

る選抜方法として「スポーツ大好き選抜・北海道食の王国選抜」を新設した。また、大学入

試センターが大学入学共通テストとなったことにともない、従来の大学入試センター試験

利用選抜を大学入学共通テスト利用選抜に変更した。続く 2021 年度（2022 年度入学生向

け）は各選抜を一部統合し、学校推薦型選抜（一般・指定校、特待生）、総合型選抜（プレ

ゼンテーション総合選抜、ディスカバリー育成型選抜、スポーツ大好き選抜、北海道食の王

国選抜、一般選抜、大学入学共通テスト利用選抜、特別選抜を実施するとともに、前年度の

入学者・受験者数頭を考慮し各選抜における募集人数の変更を行った。 

学校推薦型選抜は「一般・指定校」と「特待生」選抜に分け、一般区分の他に指定校区分

を設けるとともに特待生選抜も設けた。指定校枠では本学入学の実績のある高等学校に対

して一般区分で必要な評定値基準(3.5 以上)を免除している。 

また特待生選抜は、「人物・成績共に優れ、特に本学での強い学修意志を示した合格者に

対し、４年間にわたり授業料を半額に減免する」ものであり、昨年度と同様に学校推薦型選

抜の選抜方法に準じつつ評定値基準を 4.0 以上として特待生選抜とした。 

総合型選抜は昨年度のプレゼンテーション型の選抜とディスカバリー育成型選抜・スポ

ーツ大好き選抜・北海道食の王国選抜が統合された。 

プレゼンテーション総合選抜は「世界とわたし」というテーマで 3 分のプレゼンテーシ

ョンを行い、その後 20 分程度の面談を行うという形式で、国際学部としては３度の選抜を

行なった。 

ディスカバリー育成型選抜は入学前の年度の夏から本学の教員や職員が受験生に対して

本学の入学基準に到達できるように大学進学に対する動機付けやプレゼンテーションの仕

方等を指導する育成型の入試で、今年度も実施した。 

スポーツ大好き選抜・北海道食の王国選抜は昨年度から新設された。これは所属学科の専 

門性に加えて「スポーツ」「北海道の食」にフォーカスし、それぞれの分野における学科

内のスペシャリストとともに未来の価値を創造できる人材を募集する選抜で、今年度も実

施された。 

一般選抜はＡ期、B 期を実施した。このうち、Ａ期は２月初めに３科目型・２科目型を２

日にわたって実施し、受験生はいずれか、または両方を受験できる。また、B 期は３月中旬

に２科目型・小論文型として実施した。Ａ期とＢ期は今年度も人間科学部の全学科で実施し
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た。一般選抜 B 期の小論文型は、昨年度「C 期」として実施されたものである。 

大学入学共通テスト利用選抜は特別選抜（社会人・帰国生等）、特別選抜（外国人留学生

選抜）は昨年同様に前期・後期を実施した。 

2022 年度入学生向けの学生募集要項においても昨年度と同様に「アドミッションポリシ

ー」を学科ごとに明記している。また、各選抜方法において学力の３要素を評価する書類・

試験を明示し、それらの評価割合を明確に示している。これにより学力の 3 要素を踏まえ

た判定による多角的評価を行いモチベーションの高い学生が入学できるようにしている。_ 

 

 

 

点検・評価項目③適切な定員を設定して学生の受け入れを行うとともに、在籍学

生数を収容定員に基づき適正に管理しているか。 
 

評価の視点１ 入学定員及び収容定員の適切な設定と在籍学生数の管理 

  ＜学士課程＞ 

    ・入学定員に対する入学者数比率 

    ・編入学定員に対する編入学生数比率 

    ・収容定員に対する在籍学生数比率 

    ・収容定員に対する在籍学生数の過剰又は未充足に関する対応 

 

国際学部の入学定員と入学者及び入学定員に対する入学者比率の平均値は、下表のとお

りである。 

 

【入学定員に対する入学者比率】 

学部学科 入学定員 
入学者数 入学者

計 

入学者比率

（平均値） 2021 − −   

国際教養学科 50 18 − − − − 18 0.327 

国際コミュニケ

ーション学科 
50 37 − − − − 37 0.74 

国際学部 100 55   48 53 282 0.564 

 

国際学部の入学者比率は 0.564 であり、収容定員未充足の状態である。従来の外国語教育

を発展継承する国際コミュニケーション学科の入学者比率が 0.74 であるのに対し、教育内

容が新規となる国際教養学科の入学者比率が低調であり、今後の是正が必要となっている。 
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（２）長所・特色 
本学のオープンキャンパスでは、両学部共に在学生を全面に打ち出した企画で、参加高校

生の評価も高い。また、参加保護者は、我が子も先輩学生のような大学生になって欲しいと

期待感に溢れ好評である。さらに、高校訪問では、新卒者の進路(就職先)や国家試験結果デ

ータ、在校生の GPA 成績データや就学状況、新入生の受験データ等を持参し、請求に応じ

開示している。この資料は高校別となっており高等学校進路指導部から歓迎されている。 

国際学部では、オープンキャンパスで本学部の魅力を伝えるだけでなく、高校訪問や広告

媒体などを用いた積極的な取り組みを行った。 

 

 

（３）問題点 
国際学部では、定員充足を満たすべく、各教員が積極的に高校への出張講義などを行ない、

新入生を獲得することができたが、その数はまだまだ僅少で、本学・本学部の更なる周知が

求められる。 
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基準６ 教員・教員組織 
点検・評価項目④ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動を組織的かつ

多面的に実施し、教員の資質向上及び教員組織の改善・向上につなげているか。 
 

評価の視点１ ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動の組織的な実施 

 

 

国際学部のＦＤセミナーは以下のように実施された。 

 

題目：SDC モデルと UDL の枠組みを用いて授業における ICT 活用を考える 

日時：令和３年 6 月 23 日（水）13:00〜14:30 

場所：Zoom にて 

講師：沢谷佑輔氏（国際教養学科准教授） 

 ※大学院グローバルコミュニケーション研究科と共催 

 

 

（２）長所・特色   

 

研究分野の異なる講師の講演や研究・教育実践は、多様な教育・研究手法や異なった視点

などの刺激を受け、各自の教育、研究指導に応用できる。 

 

 

（３）問題点 
 

特になし。 

 

国際学部 自己点検評価実施委員 

役 名  氏      名 

委員長 教授 渡部 淳 国際教養学科 

委員 教授 小西 正人 国際コミュニケーション学科 

 


